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の塩基対に於る塩基間隔 rnの関数である｡ rnの代 りに各塩基が二次元座標の3-軸となす角
(On･e£)で書き,更に(On･0£)の代 りに次式で与えられるB-form(基底状鰹)からのずれ
の角 (pn･甲£)でVlを表わす0
0 -nαo+ 7r+ Pnn
(1)
0′-nao+ダニn





















V - ∑ (Vl(Pn･ダニ)+V2(pn･Pn_1)+V2(pi･ダニ_1)) (4)TZ,
(4)を定常にする解の性質をみるために,Vtを (Pn･ダニ)面で書 くと, 7-015では(図3)
























































d I 1..- plJ:.■LI-l1こ-=.,王J乙3.<こミトノ1,.=,ガ 戌 芦 苧 琴 喜 苛 -穴 '.:


















= - sin ¢ n( 1- 27CO S ¢ n )5 (15)
ここでもWn-鶴.+1-¢nを導入し, (¢n,Wn)面上に軌跡を書く. γ-(B/S),7 を可変
なパラメーターとし.結果を(図5abc )に示したOここでは 7-1/2を選び. γ-0.1,
0.2,0.3と変えている｡
γ-0･1(図5a)について議論する｡ 点plとP3を結ぶ曲線が(13)で与えられる Kink
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